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熊鮎讐さくらサイエンスプラン』友情と感激

開放謂謂の活環境配慮型農幕や再資源事例とした地域の環境管
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㊥さくらサイエンスプラン実施の荘耗
四川省は内陸部でありながら､温暖で肥沃

な土地を有する地現的特警清かした農業が盛んであったが､近年は鹿異分野においても近代化､生産性の向上が追及尊れ'産業化が進められているc Lかしその1方で､適切な施肥や防除等に殊席も舞しており､同省関係者からも水質汚染､土壌汚染などを懸念する声が上がっている｡
これらの状況を鍵みた四川省科学技術合作

協会から､同省内の良筆並びに廃棄物分野を研究する若手･中里研究者を日本に派遣し､環境配慮型鹿貴や廃棄物の再資源化等の地域の環境管理事例を学びたいとの要望が連出され交涜プログラムを実施する運びとなった｡㊥送り出し椀関
本交流プログラムは四川省科学技術交淀セ

ンターの姫君により､四川農尭大学､西南科荏大学より2名の帯師が交涜プログラムに参加した｡

両学共に科学連衡分野や農学分野に留まら
ず､文学'医学､書館学など多岐に亘る学部を有する麓合大学である｡本交寵に参加した3名の鼓師はそれぞれ家禽飼育'農棄虎乗物管理や農村汚染対束などの分野を研究肘象としており､参加者の軽度に関する資料中に'四川省らし-｢パンダ飼育｣という単語が見受けられた｡㊥プログラムの概要と成果

交寵槙閑の前半は'三重大学､三重県農林
水産部で日本の骨農に係る法制度や桑共同組合による営農指導､農発従事者へのサポートについて学び､自国との相違について意見交換を行った｡日本では営農に対し食洩生産だけを求めるのではなく､生態系保持や自然災亭抑制などの多面釣な効果を見出すシステムといった舵点で法壁借や農業弗同組合の運
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骨がなされている｡参加者らは生産力のみに査点を置き'周辺舞境への配慮は後手に回る自国の現状について､既に帯出している環境課港や今後起こり得る影響について常識を高めた｡

また県農業研究所'うれし野アグリ棒式会
社､株式会社アペックスで農業廃棄物の資源化､工場排熱を利用した温宝での高品質な野菜栽培､廃kラス材の土盛草且資材への再資源化について見学及び意見交換を行った.

県産業研究所ではま蔓尿のペレット肥料
化による広範田地域での普及について研究が進められている｡また､凍式会社アペックスでは廉ガラスを妖成加工した土壌･水質改良資材を救逢しており､今後多量に廃棄物とし
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資材を製造しており､今後多量に廃棄物として取り扱われると予測される太陽光発電パネルの再資源化についても研究を進めている｡この分野については四川省で為実用化に向けた研究が進められてお札今後の共同研究の可能性について意見交換を行った｡
四日市公害と環境未来館では四日市公害が

発生した経緯､当時の行政･企業･市民の対応や様子､克服の課程について学習し､公害未然防止の重要性について同館職負と意見を交わした｡

参加者らは日本での最新科学技術の内容の
みならず､それらが必要とされる背景､活用されるための法整備などの土台件り､日本人の意識変化や企業のソフト面での取-組みについて給合的に理解を渓めることが出来た｡㊨受入れ横閑への効果

ICETTは平成2年の設立以来'アジア
諸国をはじめとする諸外国より2500名以上を日本に招碑し､環境保全に関連する研修事業や交流事業を実施してきた｡.ICETTがこれまで実施した3回の交流プログラムは､過去に1CETTの事業に参加した同窓生からの強い要望により実現したものである｡交流プログラムを実施することで､送-出し機関や同窓生とのネッ-ワークが､より強化されることとなった｡またー従来の招蒋事業は行政官を対象とする機会が多く､本交流プログラムでの意見交換はICETT担当者自身

の対象国に対するアカデミックな視点での課題抽出に繋がった｡㊥今後の展望
参加者らは帰国後に学内での報告会を実施

し'日本の研究横関との学術協定締結､日本企業が有する技術の四川省への導入'学生のさくらサイエンスプランへの参加や日本への留学支援等について積極的に国内の関連検閲に働きかけたいとのコメントを得た｡日本での経験が参加者本人にとって新たな思考を得る機会となっただけではなく'自身の研究に対する意欲向上に繋がったことを嬉しく思う｡ICETTにおいても参加者に対するフォローアップを継続するとともに'交流プログラムで強化されたネッ-ワークを現地での技術指導や日本企業と国外横閑との業務提携支援事業にも活用していきたい｡
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うれし野アグリ株式会社にて温室見学
イオンモール東員にて中国にはない顧客向け資源由収BOXを見学
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